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の
歴
史
的
现
実
的
展
開
お
よ
び
理
論
的
発
展
が
そ
の 

問
題
の
.選
択
を
耍
_
し
て
い
る
と
は
い
え
、
長
期
的 

な
観
腐
か
ち
す
れ
ぼ
づ
日
本
の
学
会
本
そ
の
社
会
め
'
: 

も
つ
特
徴
.に
な
ら
：0
て
，
：览
行
に
な
が
さ
れ
る
き
ち 

.

い
が
な
い
と
は
い
克
な
い
と
思
わ
れ
る0
 

.:「

世
界
経
揞
と
国
際
通
貨

J
'

は
、：
-.】

十
回
大
会
.に
.お 

1 

'
け
：る
共
领
論
題
で
あ
り-:
:
'本
齊
は
，.
ま
ず
こ
の
.テ
3
へ 

:.
マ
に
対
す
る
村
野
孝
，
入
江
猪
太
郎V:北
川
ー
：.雄
.>'
.
一
 

吉
田
義111

•
野
々
村
^
雄
教
授
に
は
る
そ
れ
ぞ
れ
の 

視
点
か
ら
の
論
説
と
大
宮
僙..，一
氏
に-よ
る
.学
界
展
望
. 

が
：揭
載
さ
^

次
-に
'こ
の
-r
l
-
.
マ
.を
め
ぐ
る
合
同
討 

，論
が
そ
の
ま
ま
苒
生
さ
れ
て
お
り
、
故
り
に
八
人
の 

論
者
に
よ
る
自
由
テ
ー
マ
の
報
告
要
旨
と
一
一
つ
の
書
，. 

評
と
：が
つ
け
加
え
ら
れ
て
い
名
。

'
そ
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
•
そ
の
論
議
も
ま
た 

種
々
雜
多
で
や
や
ま
とiま
り
に
欠
け
て
お
々
，
こ

れ

. 

を
限
ら
れ
た
紙
丽
に
要
約
す
る
こ
と
は
木
可
能
で
あ 

る
:.
.°し
た
が
：っ
て
こ
の
テ
ー
マ.を
ど
ぅ
把
握
し
、
問 

題
点
.，
議
論
の
中
心
が
ど
こ
に
存
す.る
か
を
、
簡
単 

に
指
摘
す
石
に
七
ど
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
.；
：
.
.
'
:
、：

'

第
：

一

に
、
，世
界
経
済
.に
お
い
て
国
際
通
货
の
果
す 

役
割
ほ
何
か
、
い
か
な
る
意
義
を
も
つ.か
.が
究
明
さ

:

れ
ね
ば
な
ら
な
い
国
際
通
貨
は
、
，
世
界
経
済
0
円

：
 

滑
な
運
行
の
.た
.め
の
—*
つ
の
手
段
•
政
策
.で
あ
る
と 

,
考
え
ら
れ
，
世
界
経
済
の
進
展
あ
る
い
は
構
造
的
変 

-.
化
に
と
も
な
い--
'
:
'国
際
通
貨
の
あ
り
方
も
修
正
ま
た
.
：
 

は
変
化
を
要
求
さ
れ
る
と
と
に.，な
る
。

し
た
が
っ 

.

:て
-»
.世
界
，経
済
9
:現
状
と
今
後
め
，展
開
の
正
し
い
：理 

.
:■
:
解
i

:l
g
識
が
、
在
の
問
激
考
察
の
前
提̂
し
文
、
^
、
 

宴
^
あ
る
。.

「

と
く
に
:-
の
点
で
.ド
.ル
不
足
.が
解
消 

-■
L
、：：
ド
ル
危
機
が
生
じ
た
か
否.か
を
明
確
化
す
..る
こ 

.

,>
が
.必
要
で
あ
ろ
う。

：
.
：
：

'
.

第
2

に
：
.

：：
こ'0
認

識

の.

上

：
に

や

か

な

る

国

際

通

貨 

制

度

が

う

ち
.

立
.

て

ら

る

ベ

.き

か

が

考

察

さ

れ

ね

ば

な 

ら

な

い

：。，

.

た

と

え

我
.

々
が
世
界
経
済
の
動
向
に
関
し
.
 

共
通
認
識
を
も
っ
と
し
て
.

も

、
.
，
そ

こ

槔

画

き

出

さ

れ 

.

.

る
国
際
通
貨
制
度
は
同
.

1
の
も
の
.

で
ぼ
：な

,1
>

。
世
界
.

.経
済
と
国
際
通
貨
と
を
ど
う
関
連
さ
せ
る
の
か
に
.つ 

い
て
根
本
的
究
明
が
：要
請
さ
办::
«
?
;
.
例
ゝ
ん.ば
，
現

在： 

の
新
1>
い
：国
際
通
貨
制
度
構
想
：

Q
.

最
大
の
理
由
と
さ 

:
れ
て
い
る
国
際
流
動
性
の
不
足
於
関
し
て
も
、：
国
際 

流
動
性
が
具
体
的
に
：何
を
い
：い
、
何
を
：基
準
に
し
て 

そ
：の.過
不
足
が
.決
定
ざ
れ
る
0
が
め
明
確
な
究
明
：は 

-存
在
1
て
ぃ
な
ぃ
。
：
リ：
，
'

.
第
三
に
、
こ
こ
で
の
国
際i

は
、
.

義
諸 

国
の
枠
内
で
の
み
問
題
と
さ
れ.る
の
か
>
そ
れ
と
 ̂

社
会
主
義
諸
国
と
の
関
係
を
含
む
全
世
界
的
な
意
味 

で
問
題
な
の
か
.を
区
別
し
て
考
察
す
る
.必
要
が
あ

:

る
-0
;.
 ̂

V
-

.
第
四
に
、-
国
際
通
貨
を
金̂

切
り
.離
す
V
J:と
が
可 

能
か
否
か
の
究
明
が
根
本
的'に
1 6

:
要
で
.あ
る
。

第
五
に
;'
純
理
論
的
検
討
の
•結
果
導
か
れ
る
国
際 

通
貨
の
理
想
像
が
実
現
さ
れ
る'か
否
か
は
、
' 各
国
の 

政
治
的
立
場
や
利
害
関
係
に
照
し
て
判
断
さ
，れ
ね
*
.1 

な
ら
な
1-
。

''
'

.
こ

れ

ら

の

諸

.

点
は
：、.
各
論
説
や
合
同
^
畠
に
.お
け 

5

一—-
*つ
の
問
題
提
起(

1
国
際
通
貨
制
度
の
理
論
的 

考
察
、
2
国
際
通
貨
制
度
の
現
状
と
改
革
、3
ド
ル 

と
ル
ー
ブ
に
塑
所
さ
れ
て
い
る
。

.

.

.

.
究
極
'^
お
.い
.て
.、.
.
.
国
際
通
貨
制
度
の
目
的
■
.と
使
命 

，は
”
^
融
-®
•
流

通

面

.
ょ

り

世

界

経

済

の

史

定

成

長 

の
潘
成
*
促
進
に
.最
大
限
に
貢
献
す
る
こ
と
に
つ
き 

る
と
思
わ
れ
る
。
:'

:
最
後
^
ぃ
沐
書
は
へ
テ
ー
マ
め
選
択’
問
題
意
識
、
 

問
題
点
め
明
確
化
、
学
界
展
望
、.
新
し
い
理
論
展
開 

.の
把
握
な
ど
に
は
大
い
に
有
用
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

本
.書
を
十
分
.に
理
：解
し
.：、.'利
用
し
ぅ
る
.た
6
と
太
、

そ

の.テ

ー

：
マ

に

関

す

る

迤

礎

知

識

，
お

ょ

.

び
.：

基

本

的

な
 

文

献

の

；
読

了

，
を

必

要

と

し

，
て

お

り

、

こ

の

克

で

.
、

.
本
 

書
は
あ
る
程
度
箅
門
的
研
究
^
志
す
人
々
に
推
奨
さ 

る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

(

日
本
評
論
新
社
.

. 
一
一
—
-.
七 

年
八
;^
刊

.
4
5
. 

•
'

二
；1
1's
^

I
深
海
.博

明—

.

*

.
1
:
* 

.
 

.
:
♦

.
• 

.

■

-

宮
本
義
男
著
:'
.
:•
V

.
，『

金

融

廣

本

へ
‘め

道』

：

..
'
'
'

.

.

.
i て
 

' 

.
:

.
 

...... 

.

-

•
周
知
の
^
ぅ
に
，
宇
野
弘
蔵
氏
の
原
理
論'-
.:
.段
^

: 

論
.
現
状
分
祈
:^
い
ぅ
、.
所
謂
経
済
学
の「

三
段
階」

r 

論
は
.
.わ
が
国
^
ル)

ク

，ス

経

済

学

界

で

か

な

り

の

支 

持
^
獲
得
し
ズ
い
る
ょ
ぅ
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
と
： 

同
時
4
:
'

『

資
:̂
論』

.

.
-
の

具

体

北

を

，つ

ぅ

じ

て

、

マ
ル 

ク

ス

の

赛

镇

学

批

判

体

弟

プ

-
フ
.
ン
：
を

尊

^:
.
も

，^'
>

パ
■ 

志
向
す
る
方
询.に
従
つ
.
i
>
s
論
的
発
展
を
成
し
遂
げ 

ょ
ぅ
4
す
る
傾
苘
ネ
が
な
り
強1>
.»
-
資
本
論
の
発
展 

.
と

い

ぅ

：共

通

；
し

た

問

題

意

識

の

も

と

へ

で

い

以

上

の

ょ

-. 

う
な
一
一
つ
の
代
表
的
流
れ
を
わ
れ
わ
れ
は
容
易
に
み

い
.だ

，し
づ
る
ノ
宮
本
教
授
ばも
つ
.ぱ
ら
後
者
の立

 ̂

、
か

ら

ァ

>
:
ロ

一

チ

さ

れ

、
，
す

.

で
に
':
ダ
ラ
シ
間
題
_
| 

な
ど
で
ユ
二 

I
ク
な
活
動
々
:$
^

て
お
ら
れ(『

資 

.
本
■

研
^』

、1
; ^

五̂

年

、-
大
力
書
店

K

他
方
で、
.-
' 

:
宇
野
氏
の三
段
階
論
に
充
分
の
.
^
意
を

;.
'
:は

，
ら
い
つ
丨 

:

つ
、
原
- 1

論
；_，
段
階
論.を
論
埋
構
造
の
全
^

こ
と
な
：
' 

つ
た
も
の
と
し
て
把
握
す
る
宇
野
氏
に
対
し
て

.
、
'
頃>

 

;

，
論
:-
|

段
階
規
定
走
い
：：

^

2

:
在

的

論

理

腠

開
0

可

能 

.:

性
.
を童
.視
さ
れ
て
い
る

.,
'0
.
本

賨

の

^

ホ

^

ァ
プ
ロ
卜 

:

チ
も
こ
の
観
^
か
ら
な
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち 

『

業

論』

で

展

開

：
さ
れ
た
；
.
基

本

的

：

ヵ
テ
ゴ
リI
:
を

：
，
： 

つ
か
つ.：
て_、

資

本

主

義
.
の

生

成'
*
発

展

：
，
消

滅

の

-
過

： 

程
を
説
明
オ
：る£

^
を
も
ら
.て
:■
:
'原
理
論
が
そ
れ
自” 

へ
体
と
し
て段

階
規
定
を
..含
み
..ぅ
，る
と
■い
ぅ氏

の

主

長 

を
う
ら
づ
け
よ
,5
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

:

以
上
の
ょ
ぅ
な
視
角.を
支
え
.て
い
る̂

の
.甚
本
的 

な
：展
開
は
、「

ブ
ラ
シ」

に
関
す
る
解
釈
と
、
マ
ル
ク 

ス
;6
0

幣̂
‘
肩
5
理
論
：、
^
;.
<
_尤
株
式
会
社
論
を.
-

S
-

:
1
, 

心
七
行
わ
れ
て
お
り.
.
：
こ
こ
.か

ら

従

来

の

金

融

資

本 

.概
念
に
た
い
す
る
批
判
を
も
展
開
さ.-れ
.る
.。
従0 

.

て
、
.本
書
.の
中
心
：は
第111

韋
：'

(

貧
付
資
本
が
隹
立
軍-
:: 

動)

.以
降
に
.お
か
.れ
.て
い
る
と
.み
.て
よ
.い
，で
^.VO.

う
.。
.

•

著
者
に
よ
る
と
、
産
業
資
本
の
時
代
は
、
絶
対
的 

;
:剰
余
価
値
の
生
産
，
相
沐
的
剰
余
価
値
の
生
産
、
資 

-'
:
.
:沐
過
剩
の
慢
性.化
ャ(

=「

長
撕
化
^

の
三
段
階
を
経 

過
-

^
。
：最
後
の
:©
階

に

い

た4
て
1

会
社
制

度 

.

.

.が
^P

本
来
の
姿
^
で
登
場
し
、
，金
融
資
本
の
段
階 

に

移

行

す

る1
理

解

し

て

い

る

。

他

方
'
.に

.お

い

て
 

:

成
' 

商
業
信
用
，か.ら
銀
行
信
用
をへ
て
、
株
式
会
社 

1
に

い

た

る^
@
を
#

置
さ
れ
、
近

代
；

g

信
用
制

度

に 

:■
■
お

け

る
#
式

会

社

の

意

義

を

強

調
‘さ

れ

、

こ

こ

に

資 

.

.

. 

'

本
注
義
.が
産
業
資
本
め
段
階
ふ
ら
金
融
資
本
の
s

m
 

に

移

.る

こ上
が
示

さ
^
て

い

る

。
.さ

て

か

か

る

展

開 

,

を
.；へ

」

て
；「

ブ
ラ
シ」

：
の
問
題
...
に
.た

ち

，か.え

る

と

、著
.
.

.
诸
が
：親
定
.さ
れ
る
'資
本
論
=「

資
本
；：1般」

の
段
階 

,
か
ら
、「

競
^」

•
.

「

信
用」

を
'
へ
.
て

株

式

資

本

.
へ
と 

い

う「

プ
ラ
ン」

解
釈
.に
よ0 .

て
；、、
資
本
論

』

の
諸 

-/
.
力
テ
.ゴ
リ
ー
.か
ら
金
融
資
本
へ
の
移
行
を
論
定
さ
れ 

て
い
る
と
.い
え
よ
う
。
全
体
的
に.「

株

.式

会

社

V

の 

へ
：
た
：
め

に

/
へ
^

用
ト
.

が
強
調
さ
れ
、';
1
:面
.̂
ル
フ
ァ
デ
，
 

ィ
ン
グ
的
で
あ
る
。
'株
式
制
度
を
中
心
に
金
融
資
ホ 

.
の
概
念
^

定

そ

す

る

こ
:̂
は

過

去

の

研

究

か

ら

み

て 

;

-■
理

論

的

：
に
.

問
題
に
し
'.う
る
：重
要
な
論
点
を
含
ん
で
ハ 

る
が
.、V
独
占
資
本
の
：再
生
産
構
造

=

蓄
積
構
造
が
，
a



用
の
側
而
で
の
み
と
ら
え
ら
れ
る
こ.と
は
、
.株
式
制 

度
の
1
-l
f
i
l
的
理
解
セ
し
か
な
い
。
従
っ
て
著
者
の
レ
■,
 

丨il

ン
批
判
に
も
か
か
わ
ら
ず
，
レ
ー

u

ン
の
ヒ
ル 

プ
，ァ
ザ
'ィ
.：ン
.ダ
抵
獨
の
.理
論
的
意
蘼
は：

そ
の
戈
a
-' 

.本
書
の
«
合
^-
;̂
強
調
各
れ
^
>
<て
は
：食
る
ま.い
。::
'''
;
-
: 

ン
；
：
総

0

て
ぃ

:*
-

書

は

：金

融

資

本

：
へ
：
の
：
道

を

実

証

#

に
：
. 

分
析
す
る
側
而(

と
く
に
最
終
節)

で
は
、
現
在
の 

こ
の
領
域
の.研
究
水
^
か
ら
み
て
不
十
分
さ
を
ま
ぬ
.
 

が
如
難
い
が
：、
：-:
«
く
理
論
的
問
題
意
識
は
今
後
具
体 

的
な
分
析
と
あ
い
ま
っ
て
充
分
の
検
討
を
必
耍
と
す 

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
ぅ
か
。

(

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房.
. 

尨
6
.
'ー@

ニ
項
>
四
六
〇
円)

：

.

I

飯
田
裕
康
丨

* 

. 

_
* 

本

吉
野
俊
彦
編
..
■
, 

.

 

『

経
済
成
長
.
之
物
価
問
題』

:
:

 

>
:
:
/
.

■

達
’：
鈴
木
淑
夫
、.
和
栗
俊
介
四
氏
め
研
究
を
吉
野
氏 

髪
任
編
集
し
、
：：.体
系
化
^
た
も
.の
で
_あ

る

：。
、
：
全

体

， 

は
.
五
ぃ
つ
，の

章

と

、
.

吉
野
氏
自
身
に
よ
る
あ
と
が
き
か

ら
成
つ
て
い
る
。

:

一̂

ず
#

.

1:
聋
は

,,
'

:
:.
:
-1
'

題
さ
れ
て
お
り
、
物
偭
安
定
が
な
ぜ
必
袈
か
が
論
じ 

ら
れ
て
い
る
。

第
二
章
で
は
、

「

戦
後
に
お
.け
る
わ 

ぶ

：
国

の

物

伽

動

&
,
;
^
:
;

:M
t
:»
^
^
;
.
D
^
^
^

 ̂

け
る
新
1;
:い
物
価
間
題
1-
'.
;
..が
ー
考
摩
表
：れ

、
：
.

第
四
氧
で
：
 

は
ふ
物
価
変
酿
の;|
§
要
：因
1-
,
'

〈

が
分
析
さ
れ
.て
.い
：る
。x 

m
五
章
で
：は
■'
'通
ま
し
い
物
価
安
寧
；
ど
は
何
が'> 

い
ぅ
こ
上
と
、
物
価.安
.定
の
た
め
の
.
対

策

と

が

.
述
べ 

ら
れ
.て
い
る
。
、第
六
章
と
第
七
章
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ 

「

欧
米
に
お
け
る
物
伽
動
向

」

と
.

(
「

欧
米
に
お
け
る 

物
価
問
遇
の
考
ぇ
：方

」

-:
'
.
が

紹

介

洛

れ

：て
：
い

る

。
：，

::
• 

,
>
以

上

が

本

書

0
内

容

，で

あ

る

が

、
，
>

本
書
全
体
の
甚
、
 

調

と

な

：
つ
.

て
い
る
考
立
方
ば'-
'
,
'
»
吉
野
氏
も
：あ
と
が
き 

で
述
べ
て
.い
る
よ
う
に
、
次
の
よ.う
な
.■も
の
：
で
，あ

し
、
消
費
者
物
価
の
安
定
を
目
標
と
す
ベ
き
だ
と
い 

ぅ
こ
.と
、'
第
一
一
に
、

::

最

近

の

.
日

本

の

ィ

シ

フ

レ

の

；
主
ぐ 

因
.は
'
、.や
は
り
広
：い
意
味
で'の
需
要
圧
力
だ
か.ら
、

■
:

物
価
§

の
；た
め
.に
：は
|

:
い
.ろ
い
み
綜
合
的
な
措 

置
が
.必
要
で
は
あ
る
が——

、「

金
融
政
策
の
：働
く 

余
地
が
”
..
な
お
か
っ
大
.で
あ
る」

.

.■と
い
う
こ
：と
。

' 

#'*
は
こ
の
よ
う
：：に
、；へ
需
耍
庄
カ
を
ィ
ン
.フ
:^
翦 

.因
と
し
て
2[
視
し
て
い
.
.る
.た
め
か
、
ィ
ン.フ
.レ
o
m 

造
的
要
因
.の
分
析
と
.か
;;
'
有
効
需
要
.不
足
型
め
経
済 

に
生
じ
う
る
ィ
ン
フ
レ
に
つ
い
て
の
検
討
は
十
分
で 

な
い
。
た
と
え
ば
、
本
書
で.は
、
物
価
炎
足
が
成
長 

の
た
め
に
も
必
；
#
だ
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
.物
価 

の
漸
騰
が
低
成
.長
を
袖
な
う
こ
と
に
ょって
不
況
阱 

止
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と.い
う
論
.(

N 
•.カ
ル 

ド

-T)

と
か
、
市
場
の
.オ
リ
ゴ
ポ
リ
ー
化
や
産
業
構 

造
の
変
化
に
伴
う
物
価
騰
贳
の
問
題
と
か
は
軽
視
，
 ̂

れ
て
.い
:?
>
。
_
し

か

し

、

本

書

が

''
'
今

日

の

わ

が

国

の 

パ
'/
フ
'レ
.問
題
の
検
討
を
中
心
と
し
て
い
な
以
上
、： 

こ
.の
一
点
は
止
む
を
得̂-
い
•と
も
考
え
ら
れ
る
。，
日
本 

の
最
近
の
ィ
ン
フ
レ
問
題
；を
解
明
し
た
書
と
し
て
み 

る
：限
4
パ
本
書
は
,^
括
的
ぺ
あ
り
、

」

そ
の
分
析
も 

す
■.ぐ
れ
て
.1>
る
と
■い
，え

.?

.
'で
あ
ろ
う
。
' (
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第
一
.
に
、
'物
価
安
定
は
.成
長
：の
た
め
に
も
必
要
で
：
 

あ
る
こ
：と
、
し
た
が
っ
て'V
成
長
の
た
め
に
は
物
倾 

.本
書
は
、.
日
本
銀
行
調
进
局
の'佐
藤
隆
'
.石
川
通
.

.
上
昇
は
止
.む
女
得
な
'1
>
\と
い
ぅ
安
易
な
：態
度
を
排


